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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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小動物臨床講習会 開催のご案内
―平成26年度集合狂犬病予防注射実施者講習会―

獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₁（₁）、小₄（₉）

（公社）埼玉県獣医師会会長　髙橋　三男　
狂犬病予防委員会委員長　八木　賢裕　

₁　開催の趣旨
　動物の健康はもとより、人と動物の共通感染症対策や動物愛護等への社会的関心が高まる中で、獣医師及
び獣医師会に対する社会の期待は一層の高まりを見せている。
　また一方、時代や社会情勢の変化の中、特に昨今の小動物獣医療を巡る情勢は複雑・多様化し、これへの
対応が喫緊の課題となっている。
　そのため、動物病院の今後の方向や狂犬病及び動物愛護対策等、獣医師として必要な幅広い観点からの講
習会を行うことにより、社会の期待と信頼に的確に対応した獣医療の提供体制の整備に資するものとする。

₂　日時　平成26年11月19日（水）
　　　　　　開会　　午後₁時15分　（受付　午後₀時45分～）
　　　　　　閉会　　午後₄時30分

₃　場所　　大宮ソニックシティ　小ホール
　　　　　　さいたま市大宮区桜木町₁－₇－₅
　　　　　　（JR大宮駅下車　西口から徒歩₃分）

₄　講習　
　　（₁）　埼玉県に於ける動物行政について　（₁：30～₂：00）
　　　　　　－狂犬病予防対策、動物愛護行政を中心に－　
　　　　　　　　講師　埼玉県保健医療部生活衛生課
　　　　　　　　　　　　主幹　　橋谷田　元　先生
　　（₂）　獣医療を巡る情勢と今後の方向について　（₂：10～₃：40）
　　　　　　－どうする・どうなる！！　時代の流れに即応した動物病院を目指して－
　　　　　　　　講師　株式会社ブイエムスリー
　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　獣医師　氏政雄揮　先生

₅　情勢報告　（₃：40～₄：20）
　　　公益社団法人日本獣医師会副会長　酒井健夫　先生
　　　日本獣医師政治連盟委員長　　　　北村直人　先生

₆　対象者
　　�　埼玉県内及び関東・東京地区の開業獣医師及び動物病院勤務獣医師
　　　埼玉県及び県内市町村の行政関係職員（「₄　講習」の（₁）のみ）約500名

₇　その他
　　（₁）�　本講習会は、平成26年度日本獣医師会委託「小動物臨床講習会」及び「平成26年度集合狂犬病予

防注射実施者講習会」を兼ねて開催するものですが、集合狂犬病予防注射事業参加の有無にかかわ
らず講習内容に関心のある先生に於かれましては、積極的にご参加ください。

　　（₂）�　近隣に有料駐車場はありますが、大変混雑が予想されますので、来場に当たっては、極力、公共
交通機関をご利用ください。また、会場内は飲食禁止（ペットボトル　不可）です。

国道17号線
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日本獣医師会主催 2014動物感謝デー in JAPAN
開催される

　平成26年10月₄日（土）、日本獣医師会主催による2014動物感謝デー in JAPANが東京都立駒沢オリンピッ
ク公園中央広場で開催されました。
　この動物感謝デーは、獣医師が活躍する多様な職域や獣医療の社会的役割について国民に理解を深めても
らうとともに、動物の福祉と愛護精神の高揚を通じて人と動物が共存する豊かな社会の形成を目的に、地方
獣医師会や関連団体が協賛して2007年以降開催されており、今年が第₈回となります。
　髙橋三男会長は、昨年来、動物感謝デー企画検討委員会の委員長に就任されており、運営にあたりまして
は髙橋委員長が先頭に立って「動物と人の健康は一つ。そして、それは地球の願い。」をテーマに掲げてイベ
ントなどの企画立案に取り組んでまいりました。第₇回目となる昨年は、台風の影響で中止を余儀なくされ
ましたが、今年は天候にも恵まれ、会場では多彩なイベントが催さ
れ、28,000人を上回る多くの家族連れなどで賑わいました。
　午前１０時からの開会式では、主催者を代表して藏内勇夫日本獣医
師会会長が挨拶し、来賓の国会議員の祝辞や紹介がありました。続
いて、本会会員で諏訪流放鷹術保存会鷹匠、大橋邦啓先生（北支部）
による放鷹術が披露され、鷹のハリスホーク号が開会宣言文をス
テージまで運び、宣言文を受け取った近藤信雄日本獣医師会副会長
が開会を宣言しました。
　開会式の後、メインステージでは「災害発生時にペットを守る対
応」や「公園利用のマナー」をテーマにしたトークショー、「獣医師の
仕事」などを分かりやすく紹介するプログラムなどが行われました。

開会式で挨拶する藏内勇夫日本獣医師会会長（中央）
前列左から、１人おいて、村中志朗東京都獣医師会会長、髙橋三男会長（動物感謝デー企画検討委員会委員長）、
　　　　　　酒井健夫副会長、近藤信雄副会長、藏内会長（中央）を挟んで、北村誠吾衆議院議員、斉藤鉄夫衆議院議員、
　　　　　　山際大志郎衆議院議員、高木美智代衆議院議員、武見敬三参議院議員、片山さつき参議院議員、
　　　　　　山田俊男参議院議員、大家敏志参議院議員
後列左から、１人おいて、小松泰史東京都獣医師会副会長（動物感謝デー企画検討委員会副委員長）、
　　　　　　北村直人日本獣医師会顧問（同副委員長）

開会宣言を運ぶハリスホーク号
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出展に御協力いただいた皆様方
前列左から�　近藤信雄日本獣医師会

副会長、髙橋三男会長
後列左から�　ホテル・ヘリテイジ社

長　杉田憲康様（熊谷市）、
小暮一雄副会長、狭山茶
生産者 平塚尚吾様（入間
市）、１人おいて肉牛生産
者 植井敏夫様（上里町）、ホ
テル・ヘリテイジ総料理
長 齊藤勇人様（熊谷市）、
１人おいて農場管理獣医
師協会　大橋邦啓先生（北
支部）、同　飯田潔先生（北
支部）、１人おいて中村滋
副会長

　また、中央広場では、動物ふれあいコーナーや獣医師を体験でき
るコーナーが設置されるとともに、警察犬・災害救助犬・聴導犬な
ど働く動物たちのデモンストレーション、映画「夢は牛のお医者さ
ん」の上映など多彩なイベントが行われ、来場者は絶えることなく、
一日中、楽しんでおりました。
　特に、今回は、昔懐かしい「ちんどん屋」や地域活性化で活躍する
「ゆるキャラ」のパフォーマンスが新たに加わり会場を盛り上げまし
た。

賑わう埼玉県獣医師会のブース
　地方獣医師会のコーナーでは、地域の特産物の試食や販売が行わ
れました。
　埼玉県のコーナーでは例年どおり、安全・安心な牛肉生産に取り
組む農場管理獣医師協会の活動紹介と併せて、同協会の指導により
生産されたブランド畜産物「彩さい牛」の串焼きの試食や販売を行い
ました。
　彩さい牛は、生産を指導してきた会員獣医師の努力もあり、今で
は「安全・安心でおいしい牛肉」として定着してきておりますが、会
場では、生産農家をはじめ、彩さい牛をレストランで提供している
ホテル・ヘリテイジ（熊谷市）の杉田社長や斉藤総料理長も参加し、
生産から流通・消費の関係者が一体となって美味しさと安全性をア
ピールしていただき、本県のテント前には串焼きを求める長い列が
でき、一際、周囲の目を引いておりました。
　また、埼玉県が全国に誇る特産の「狭山茶」も生産者の協力を得て
試飲・販売することができ、会場は大いに盛り上がりました。

閉会式
　閉会式は午後₄時30分からメインステージで行われました。
　まず、動物感謝デー企画検討委員会委員長の髙橋三男会長が壇上
に立ち「動物感謝デーの開催により人と動物の絆が一層深まった。
また、来年もお会いしましょう。」と閉会の辞を述べられ、北村直人
日本獣医師会顧問の閉会宣言により閉会となりました。

ちんどん屋やゆるキャラが会場を盛り上げた

彩さい牛を求める長い行列

企画検討委員会委員長として閉会の辞を
述べる髙橋三男会長
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平成２６年度第₂回全国獣医師会会長会議開催される

　平成２６年度第₂回の全国獣医師会会長会議が、平成２６年１０月₃日、午後₂時から東京青山の明治記念館「末

広の間」に於いて開催され、第₁回（₆月２６日）に引き続き常設議長の髙橋三男埼玉県獣医師会会長と同副議

長の三野營治郎前三重県獣医師会会長が議事を進行しました。

　会議では冒頭、主催者として藏内勇夫日本獣医師会会長、続いて北村直人日本獣医師会顧問（同政治連盟

委員長）が挨拶の後、司会者の紹介により、髙橋三男常設議長が三野營治郎副議長とともに登壇し、「誠心誠

意、公正、中立に議事運営を進めて参りたい」と挨拶し、議事に入りました。

　議事では先ず「協議事項」として、「役員選任規程の一部改正に関する件」が上程され、事務局　矢ケ崎忠夫

専務理事から、現在、複雑となっている役員選任規程を簡潔にするとともに、女性理事枠の増設、監事候補

者の選出方法の変更、一部語句の整理等所要の改正を行うものであるとして、詳細にわたり説明の後、議長

は出席の地方会会長からの発言を求めました。

　出席の会長からは、役員の選任に於ける理事会の関与の在り方や女性理事候補者の選出方法等についての

発言等もありましたが、本日の貴重な意見等も踏まえ、引き続き理事会に於いて審議していくことで承認さ

れました。

　続いて「説明・報告事項」として、①地方医師会と地方獣医師会との連携に関する件、②公務員獣医師の処

遇改善に関する件、③獣医学環境の整備・充実に関する件が上程され、それぞれ状況説明の後、各地方獣医

常設議長として議事を進行する髙橋三男埼玉県獣医師会会長、
右は副議長の三野營治郎前三重県獣医師会会長　　　　　　　
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師会に於いても日本獣医師会と相呼応し、一体となって推進・要望等していくこととされました。

　また「報告事項」としては、①特別委員会（狂犬病予防体制整備、女性獣医師支援、医師会との連携推進の

各特別委員会）の検討状況、②日本獣医師会獣医学術学会・年次大会（岡山）開催に関する件、③2014動物感

謝デー in JAPAN開催に関する件、等について報告がありました。

　閉会に当たり北村直人顧問並びに藏内勇夫会長から、議長の素晴らしい采配の下で会議が円滑に進行され

たことに感謝する、との発言が特にあり、予定した午後₅時、第₂回全国獣医師会会長会議は閉会となりま

した。

　会議終了後、「鳳凰の間」に会場を移し、「全国獣医師会・日本獣医師会関係者事業推進懇談会」が開催されま

した。事業推進懇談会は、翌₄日（土）開催の「2014動物感謝デー in JAPAN」の盛大な開催と獣医師会関係者

の交流に向けて、地方獣医師会会長のほかにも動物感謝デーに参加する地方会の会員や協賛団体・企業関係

者等も多数出席され、和やかな中、互いの交流と懇親を深められました。

動物感謝デーの成功に向け懇親会開会を告げる近藤信雄日本獣医師会副会長
右から�　北村直人日本獣医師会顧問（動物感謝デー企画検討委員会副委員長）、髙橋三男埼玉県獣医師会長（動物感謝デー

企画検討委員会委員長）、藏内勇夫日本獣医師会会長、一人おいて、森英介衆議院議員（自由民主党獣医師問題
議員連盟幹事長）、酒井健夫日本獣医師会副会長、村中志朗東京都獣医師会会長、小松泰史日本獣医師会理事（動
物感謝デー企画検討委員会副委員長）、矢ケ崎忠夫日本獣医師会専務理事
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事　務　連　絡

平成26年₉月₂日

　地方獣医師会会長　各位

公益社団法人 日本獣医師会　

専務理事　矢ケ崎　忠　夫　

動物用医薬品等取締規則の一部改正について 

　このことについて、平成26年₈月22日付け事務連絡をもって、農林水産省消費・安全局畜水産安全管

理課薬事審査管理班長から、別添のとおり通知がありました。貴会関係者にも周知方よろしくお願いい

たします。

　このたびの通知は、ゾニサミドを有効成分とする製剤の製造販売承認申請が承認され、当該製剤が要

指示医薬品と指定されたことに伴い、薬事法第83条第₁項の規定に読み替えて適用される薬事法第49条

第₁項の規定に基づき、「動物用医薬品等取締規則の一部を改正する省令」が別添のとおり公布され、本

年₈月22日から施行された旨、参考にされたいと本会に連絡されたものです。

26日獣発第168号

平成26年₉月１８日

　地方獣医師会会長　各位

公益社団法人　日本獣医師会　

	 会長　藏　内　勇　夫　　

	 （公印及び契印の押印は省略）　

平成26年度における高病原性鳥インフルエンザ等の
防疫対策の強化について 

　このことについて、平成26年₉月₄日付け26消安第2841号をもって、農林水産省消費・安全局長から

別添のとおり通知がありました。貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

　このたびの通知は、標記の件について、別添のとおり都道府県知事あてに通知したので、その旨了知

の上、円滑な防疫対策の実施について、本会会員に協力を依頼されたものです。

　併せて、家畜防疫の重要性を十分に理解の上、本会会員及び関係者に周知と都道府県の家畜防疫員に

よる飼養衛生管理の確認のための立入検査、定点モニタリング及び強化モニタリングの検査対象農場の

選定等に協力するよう依頼されております。

　※詳細（別添含む）については、日本獣医師会ホームページ（新着情報）をご覧ください。

　※詳細（別添含む）については、日本獣医師会ホームページ（新着情報）をご覧ください。
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第₂回　獣医事調査委員会

　平成２６年１０月₉日（木）午後₂時３０分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項を協
議した。

₁　会長挨拶
　�　獣医師会を取り巻く諸課題のうち、公務員獣医師の処遇改善については長年の懸案であった。平成27年
度の人事院勧告では公務員給与は賃上げとなっており、公務員獣医師の処遇改善を進めるには時機を得て
いる。全国獣医師会長会議においてもこの件の推進について採択されており、本会としても要請活動に取
り組みたい。
　　
₂　協議事項
　⑴　新入会員の審査について
　　�　入会申込書が提出されている開業支部₃名、衛生支部₄名、農林支部₆名及び団体支部₈名の入会に
ついて審査し、全て適正と認め理事会に付議することとなった。

　⑵　その他
　　　獣医事を巡る情勢について報告されるとともに、当面の課題について協議した。

会 務 報 告

広告
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　北支部・八日会では、「違いのわかる獣医師になろう!!　後肢の歩行異常を見きわめる～とりあえず
NSAIDsでいいのか？～」と題した研修会を企画いたしました。
　多数の先生方の出席をお待ちしております。

日　時　　平成2６年１２月１４日（日）
　　　　　１３：30～１７：３０

場　所　　本庄商工会議所　大会議室
　　　　　本庄市朝日町3-1-35
　　　　　電話：0495-22-5241

演　題　　「違いのわかる獣医師になろう!!
　　　　　　後肢の歩行異常を見きわめる
　　　　　　　　～とりあえずNSAIDsでいいのか？～」

講　師　　日本大学生物資源科学部獣医学科
　　　　　　　獣医外科学教室専任講師　枝村一弥　先生

参加費　　埼玉県獣医師会・八日会会員　　無料
　　　　　会員以外の受講者　　　　　　　3,000円

北支部・八日会合同学術研修会のお知らせ
（ 獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小（9））

北 支 部 長　大橋　邦啓
八日会会長　湯本　哲夫

トヨタ
カローラ

堀川病院堀川病院

本庄東小本庄東小

本庄東高本庄東高

本庄市役所本庄市役所

本庄署本庄署

Honda
Cars
Honda
Cars

市民文化
会館

ローソンローソン

本庄東中本庄東中

日産プリンス日産プリンス

セブン
イレブン
セブン
イレブン

ホテルルートイン
本庄駅南
ホテルルートイン
本庄駅南

本庄駅

JR 高崎線
JR高崎線

国
道
17
号

本庄
商工会議所

予　　告

南第一支部長　田中　　裕
南第二支部長　長澤　泰保

　南第一支部、南第二支部では日本獣医生命科学大学の藤田道郎先生をお招きし、学術講習会を開催いたし
ます。
　診療に役立つ呼吸器疾患についてご講義いただきますので、多数の先生のご参加をお待ちしております。

日　　時　　平成26年１２月₇日（日）
　　　　　　14：00～17：00

場　　所　　埼玉会館　2F　ラウンジ（ヒマワリ）
　　　　　　さいたま市浦和区高砂3-1-4
　　　　　　TEL：048-829-2471

演　　題　　「動画から学ぶ！
　　　　　　　犬および猫の上部呼吸器疾患について」

講　　師　　日本獣医生命科学大学　藤田道郎　先生

参 会 費　　埼玉県獣医師会会員　無料
　　　　　　会員以外の受講者　5,000円

南第一支部・南第二支部合同学術講習会のお知らせ
（ 獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₃（6））

埼玉県庁 

埼玉県庁
第 2庁舎

県
立
図
書
館

 

〒 

伊
勢
丹
・コ
ル
ソ
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和
駅

 

京
浜
東
北
線

 

至
大
宮

 

至
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京

 

埼玉会館 

県庁通り 

中
山
道

 

国
道
17
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　西支部では12月21日（日）に内分泌を極めるシリーズの締めくくりとして、東京大学の松木直章先生をお招
きして「甲状腺疾患」の講習を行います。
　年末のお忙しいところと思われますが、多数の先生方のご参加をお待ちいたします。

日　時　　平成26年１２月２１日（日）
　　　　　13 ： 30～16 ： 30　（13:00受付）

場　所　　川越市南文化会館　ジョイフル
　　　　　川越市大字今福１２９５‐２
　　　　　TEL： ０４９‐２４８‐４１１５

演　題　　内分泌を極める　₃：甲状腺

講　師　　東京大学　松木直章　先生

参加費　　埼玉県獣医師会会員　　無料
　　　　　会員以外の受講者 　5,000円

西支部学術講習会のお知らせ
（ 獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小3（12） ）

西支部長　三森　信行

南大塚 西武新宿線
川
越

新
河
岸

東
武
東
上
線

16

254

6

川越
IC

関
越
自
動
車
道

川越初雁高
福原交番

川越市南文化会館
ジョイフル

広告
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東支部学術講習会開催報告
東支部学術委員　佐久間　昭仁

　₉月21日越谷サンシティにおいてどうぶつ眼科 eye vet の小林一郎先生をお招きし、「明日からの眼科診療
に役立つシリーズ」犬種別眼科疾患：「柴犬、シーズー」に関しての学術講習会を開催いたしました。柴犬、
シーズーに多い疾患の予防と対策、点眼薬効果の違いなど、多くの写真や図を用いて解りやすく説明してい
ただきました。
　犬種別眼科疾患では、系統的に行う眼科検査法を取り入れながら、実際の症例から説明していただきまし
た。ご参加いただいた先生も活発な質疑応答があり、大変有意義な講習会でした。
　ご参加いただきました先生に感謝いたします。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南第一支部 南第二支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

６３名 ₅名 ₄名 ₀名 ₃名 ₀名 ３４名 １３名 ₄名

埼玉県獣医師会に入会して
新入会員の抱負

団体支部　濱谷　創楽
（らむ動物病院）

　一昨年（平成２４年₉月）、埼玉県獣医師会へ入会させて頂き
ました、浜谷創楽（はまたにそうら）と申します。
　2010年に麻布大学を卒業した後、東京大学内科系診療科研修
医として、診療の基礎から二次診療ならではの高度医療までを
学びました。その後、獣医師である姉が勤めていた高橋動物病
院の高橋秀児先生の多大なるお力添えにより、姉妹₂人で埼玉
県蓮田市に開院いたしました。
　この地での開院は、私たちのイチからのスタートだったので、
当初は戸惑うことも多くありましたが、それ以上に開院できた
楽しさの方の多かったように思います。
　個人としては、昔からの夢であった「動物のための生活を送る」

ということを実現でき、私は犬₂+ネコ₁、姉が犬₄+ウサギ₁と、引き取った子たちと賑やかで楽しい毎日
を送っております。病気のある子を引き取って育てるのも職業柄難しくなく、この仕事を選んで良かったと
思っています。
　獣医師会では、学生以来もうやることはないだろうと思っていたソフトボール大会に参加させて頂いて（怪
我で思うようにできなくなってしまい、ご迷惑をお掛けしまして…諸先生方には申し訳ありません）、仕事
だけでなく、スポーツにも真剣に取り組まれる先生方の姿に感動致しました。その中で、他の先生方のお話
を伺ったり相談に乗って頂くこともあったり、とても楽しいイベントでした。
　病院としてはまだまだ勉強しなければならないことばかりで、獣医師会の諸先輩方には色々とご迷惑をお
掛けすることが多いかとは思いますが、埼玉県獣医師会員としての自覚を持って地域の方々へ貢献できるよ
う精進して参ります。今後とも、ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い致します。

ひ　ろ　ば

私（右）と姉と、それぞれが飼っている犬猫ウサギ全員集合
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　去る１０月₉日（木）日本カントリークラブにおいて、第１２７回埼玉県獣医師会ゴルフ同好会コンペが開催さ

れました。

　台風の接近による曇天の一日でしたが、暑くも寒くもなく、また無風というゴルフプレーには絶好の日と

なりました。

　今回は３３名の参加者が、日本庭園を思わせる整備の行き届いた名門

ゴルフ場で、自慢の腕を奮い競い合いながら、和気あいあいと秋の₁

日を楽しく過ごすことができました。

　結果は、以下のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　アウト イン　H.D.C　ネット

優　勝　　　道野　英司　先生（さいたま市）　４２　 ３８　  １９　　 ６１

準優勝　　　小島　　満　先生（北支部）　　　４５　 ３９　  １９　 　６５

第３位　　　椚山　　巌　先生（南第₂支部）　３７　 ４２　  １３　　 ６６

ベストグロス　椚山　　巌　先生（南第₂支部）　　　同上

　次回は、平成２６年１２月₄日（木）太平洋クラブ江南コースにおいて、

第１２８回ゴルフコンペを開催する予定です。

　初心者の方も是非一度ご参加ください。

　大橋先生は、日本獣医畜産大学を卒業。獣医

師免許を取得後、神奈川県の動物病院での研修

を経て、昭和６３年₄月、幸手市に「大橋ペット

クリニック（現 大橋動物病院）」を開業。元幸手

市議会議員の経験を活かし、埼玉県獣医師政治

連盟監事としてご活躍を頂いております。

　現在、幸手市立さくら小学校のＰＴＡ副会長

に就任されておりますが、平成２７年度は会長に

就任予定とのことです。

　この度、小学生の通学路の安全・安心確保に

向けた取り組みについての投稿記事が新聞に掲

載されましたので、謹んで会報にてご紹介申し

上げます。� 読売新聞　１０月₇日

第１２７回 埼玉県獣医師会ゴルフ同好会コンペ結果報告

大橋秀樹先生（東支部）投稿記事が新聞に掲載される

幹事　宇津木　　清
長谷川　繁雄

左から　小島満先生（準優勝）、道野英司先生
（優勝）、小堺正人先生（同好会副会長）
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第１１回日本獣医内科学アカデミー学術大会
参加者に対する助成金交付について

平成２６年度 日本獣医師会委託講習会（産業動物：栃木県担当）
開催のお知らせ

お 知 ら せ

　本会では会員の獣医学術の研鑽向上に向け、平成２６年度予算に於いて標記学術大会参加の開業支部会員を
対象に「参加登録費」の一部助成金交付を措置しております。
　つきましては、助成金交付を希望される先生は下記により事務手続きをお願いします。
₁　第１１回学術大会
　⑴　開催月日　　平成２７年₂月２０日（金）～２２日（日）
　⑵　会　　場　　「パシフィコ横浜」　　神奈川県横浜市西区みなとみらい₁－₁－₁
　⑶　主　　催　　日本獣医内科学アカデミー（ＪＣＶＩＭ）
　⑷　参加登録費（抄録込）　　　　　　　　　　　事前登録　　　当日登録
　　　　　　　　　主催及び共催団体の会員　　　20,000円　　　28,000円
　　　　　　　　　非会員　　　　　　　　　　　23,000円　　　31,000円　
　　　　　　　　　₁日参加者（会員・非会員とも）13,000円　　　18,000円
　　（注）�埼玉県獣医師会の会員については、開業、勤務を問わず、「共催団体の会員」として登録費が軽減さ

れますので、参加登録に当たってはご注意ください。
　⑸　事前参加登録締切　　平成２７年₁月２０日（火）
₂　助成金額　　　₁人当たり　５，０００円　（開業支部会員に限る。）
₃　助成金交付事務手続き　
　　「参加登録費」の支払いを証する書面（下記の何れか）の写しを埼玉県獣医師会事務局まで提出してください。
　◦「振替払込請求書兼受領証」
　◦「登録費領収書」
　◦「参加確認証（Ｅ－mail）」
　　提出期限　　平成２７年₃月₉日（月）まで（必着）
　※　本学術大会の詳細な内容等については、「日本獣医内科学アカデミー学術大会」ホームページをご覧ください。

　日本獣医師会の委託による関東・東京地区講習会が下記のとおり開催されますのでお知らせします。
　　日　　時　　平成２６年１１月２０日（木）　１４：００～１７：００
　　場　　所　　栃木県畜産酪農研究センター
　　　　　　　　　栃木県那須塩原市千本松２９８
　　　　　　　　　電話：０２８７－３６－０２３０
　　講習内容　　牛コクシジウム症の病態と対策（実習もあります。）
　　講　　師　　麻布大学獣医学部　寄生虫学研究室
　　　　　　　　　講師　　平　健介　先生
　　※　講演会終了後、「情報交換会」（会費５，０００円、希望者）があります。
　参加を希望される先生は、事前に埼玉県獣医師会事務局までご連絡く
ださい。
　　電　話　０４８－６４５－１９０６
　　ＦＡＸ　０４８－６４８－１８６５
　　メール　s-vma@vesta.ocn.ne.jp

西那須野駅

西那須野
塩原 IC

那須塩原駅

那須野が原公園
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都
宮
線
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北
新
幹
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東
北
自
動
車
道 4

400 畜産酪農研究
センター
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ボウリング同好会事務局　斎藤　和也

　ボウリング同好会の第24回競技会を下記のとおり開催いたします。今回は日曜日の夕方開催になります。
家族・従業員の参加もOKです。ご家族そして職場仲間とご一緒に、参加してください。

記
日　時　　　平成２６年１１月１６日（日）
　　　　　　　集　　合　午後₄時４０分
　　　　　　　競技開始　午後₅時００分

場　所　　　スポルト浦和国際ボウル
　　　　　　　さいたま市桜区中島₄－₁－₁
　　　　　　　TEL ０４８－８５３－４９２１

会　費　　　大人　２，５００円
　　　　　　子供　１，５００円

競　技　　　₃ゲーム合計点で競います。
　　　　　　初心者、年齢、アベレージなどを考慮し
　　　　　　ハンディキャップを設定します。

表彰式　　　競技終了後、表彰式をおこないます。

参加申込　　�１１月₉日までに、下記申し込み用紙に必要事項を記入して、同好会事務局まで FAXしてくだ
さい。

　ボウリング同好会事務局　行　　　　FAX　０４８－８５５－５５０４

　　
FAX用申込用紙

参加者氏名 支　部 年　齢 初参加のみ記入（アベレージor 初心者）

第２４回 県獣ボウリング同好会親睦大会 開催のお知らせ
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　ノーベル物理学賞
に決まり、記者会見す
る赤崎勇・名城大終身
教授＝₇日夜、名古
屋市天白区の名城大

　ノーベル物理学賞に決
まり、笑顔の米力リフォ
ルニア大サンタバーバラ
校の中村修二教授＝₇
日、米カリフォルニア州
サンタバーバラ（共同）

天野浩
名古屋大教授

切り抜きニュース

ノーベル賞　日本人₃人
赤崎勇氏　天野浩氏　中村修二氏
物理学　青色ＬＥＤ開発

　【ストックホルム共同】スウェーデンの王立科学

アカデミーは₇日、2014年のノーベル物理学賞

を、省エネで長寿命の照明に使われる青色の発光

ダイオード（ＬＥＤ）を開発した赤崎勇・名城大終

身教授（85）、天野浩・名古屋大教授（54）、中村修

二・米カリフォルニア大サンタバーバラ校教授

（60）の₃人に授与すると発表した。

　₂年ぶり快挙
　日本人のノーべル賞受賞は、12年の医学生理学

賞の山中伸弥京都大教授（52）から₂年ぶりの快挙

で20、21、22人目となる。物理学賞は10人となり、

日本の物理学の高い実力を示した。

　青色ＬＥＤは、少ない電力でも明るい照明の開

発につながり、私たちの生活を一変させたことが

高く評価された。

　ＬＥＤは1960年代に赤や緑が開発されたが、光

の三原色のうち青は素材の結晶作りが難航し「20

世紀中は無理」と言われた。

　名古屋大教授だった赤崎氏は、天野氏とともに

世界中の研究者が手を引いた窒化ガリウムの結晶

化に挑戦。実験を繰り返し、結晶を作ることに成

功。89年、世界で初めて青色ＬＥＤを実現した。

　その後、日亜化学工業（徳島県）の技術者だった

中村氏が窒化ガリウム結晶の大量生産技術を独力

で開発し、明るい青色ＬＥＤを作った。中村氏は

青色半導体レーザーも開発し、それぞれ世界で初

めて製品化された。

　ＬＥＤでさまざまな色を表現する道が開け、屋

外の大型ディスプレーや信号機が実用化された。

レーザーは、ＤＶＤより大容量のブルーレイディ

スクを可能にした。

　黄色の蛍光体と組み合わせた白色ＬＥＤは、白

熱電球や蛍光灯に替わり急速に普及、高い節電効

果を挙げている。

　中村氏は99年、日亜を退社し米大学教授に転身

した。その後、特許権をめぐり日亜に対する訴訟

を提起。０４年、東京地裁が発明の対価を約６００億

円と認定して、200億円の支払いを日亜に命じた。

高裁で和解が成立したが、サラリーマン研究者の

在り方に一石を投じた。

　授賞式は12月10日にストックホルムで開かれ、

賞金計800万クローナ（約₁億₂千万円）が₃人に

贈られる。

� 　埼玉新聞　１０月８日
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平成26年度 獣医関係大学卒業者就職状況調査の結果
（平成26年₅月₁日現在）

職　種　別　分　類
平成26年₃月卒業者 平成２５年₃月卒業者

人数（うち女性） ％（うち女性） 人数（うち女性） ％（うち女性）

国

農林畜産関係 13（  5） １．３（ ０．５） 13（  7） 1.2（ ０．7）
公衆衛生関係 ２（  ２） 0.2（ ０．2） 1（  1） 0.1（ ０．1）
その他 ０（  ０） 0.0（ ０．0） 1（  1） 0.1（ ０．1）
小　　計 １５（  ７） １．5（ ０．7） １５（  9） １．4（ ０．8）

都
道
府
県

農林畜産関係 ６７（ ３5） 6.5（ 3.4） 46（ 17） 4.3（ 1.6）
公衆衛生関係 ６１（ ３０） 5.9（ 2.9） 51（ ３０） 4.8（ 2.8）
その他 ２（  １） 0.2（ 0.1） 21（  7） 2.0（ 0.7）
小　　計 １３０（ ６６） 12.6（ 6.4） 118（ 54） 11.1（ 5.1）

市
町
村

農林畜産関係 3（  ２） 0．３（ ０．2） 0（  0） 0．0（ ０．0）
公衆衛生関係 １９（  ６） １．8（ ０．6） 23（ 10） 2.2（ ０．9）
その他 3（  ２） 0．３（ ０．2） 6（  4） 0．6（ ０．4）
小　　計 ２５（ １０） 2.4（ 1.0） 29（ 14） 2.7（ 1.3）

公　務　員　計 １７０（ ８３） 16.4（ 8.0） 162（ 77） 15.3（ 7.3）
独
立
行
政
法
人

農林畜産関係 １（  ０） 0.1（ ０．0） １（  ０） 0.1（ ０．0）
その他、教育関係（大学教員等） １１（  ３） １．1（ ０．3） 12（  7） １．1（ ０．7）

小　　計 １２（  ３） １．2（ ０．3） 13（  7） １．2（ ０．7）

会
　
　
社

製薬・医療関係 ４２（ １７） 4.1（ 1.6） 32（ 16） 3.0（ 1.5）
乳業関係 １（  ０） 0.1（ ０．0） １（  ０） 0.1（ ０．0）
食肉関係 ６（  5） 0.6（ ０．５） 2（  1） 0.2（ ０．1）
飼料関係 ４（  １） 0.4（ ０．1） 5（  2） 0.5（ ０．2）
実験動物関係 １（  １） 0.1（ ０．1） 3（  2） 0.3（ ０．2）
その他 ３７（ ２０） 3.6（ 1.9） 39（ 18） 3.7（ 1.7）
小　　計 ９１（ ４４） 8.8（ 4.3） 82（ 39） 7.7（ 3.7）

農
業
関
係
団
体

農業協同組合 ７（  ３） 0.7（ ０．3） 9（  0） 0.8（ ０．0）
農業共済組合 ６１（ ２８） 5.9（ 2.7） 68（ 32） 6.4（ 3.0）
農業団体その他 １（  １） 0.1（ ０．1） １（  １） 0.1（ ０．1）
小　　計 ６９（ ３２） 6.7（ 3.1） 78（ 33） 7.4（ 3.1）

個
人
診
療
施
設

産業動物関係 ８（  ３） 0.8（ ０．3） 6（  ３） 0.6（ ０．3）
愛玩動物関係 ４５５（２１5） 44.0（20.8） 475（198） 44.9（18.7）

産業及び愛玩動物関係 ２（  ０） 0.2（ ０．0） 1（  ０） 0.1（ ０．0）
小　　計 ４６５（２１８） 45.0（21.1） 482（201） 45.5（19.0）

そ
　
　
の
　
　
他

競馬関係団体 ４（  ０） 0.4（ ０．0） ４（  ０） 0.4（ ０．0）
私立学校職員（専門学校職員を含む） ５（  5） 0.5（ ０．５） 6（  1） 0.6（ ０．1）

研究機関
（公益・特殊法人研究所、特別研究員等） ５（  １） 0.5（ ０．1） 8（  6） 0.8（ ０．6）

進学（含海外） ７４（ ２４） 7.2（ 2.3） 83（ ２４） 7.8（ 2.3）
研究生（含聴講生） ８（  ４） 0.8（ ０．4） 11（  5） 1.0（ ０．5）
自営（酪農家等） ０（  ０） 0.0（ ０．0） ０（  ０） 0.0（ ０．0）

海　外 ９（  5） 0.9（ ０．５） 2（  1） 0.2（ ０．1）
その他 １４（  ４） 1.4（ ０．4） 4（  2） 0.4（ ０．2）
小　　計 １１９（ ４３） 11.5（ 4.2） １１8（ 39） 11.1（ 3.7）

未　定（求職中、受験準備中を含む） １０６（ ３７） 10.3（ 3.6） １０2（ 39） 9.6（ 3.7）
不　　　明 ２（  ２） 0.2（ ０．2） 22（ 11） 2.1（ 1.0）
合　　　計 １,０３４（４６２） 100.0（44.7） １,０59（446） 100.0（42.1）

家畜衛生週報（農林水産省）№３３１９　平成26年₉月１５日
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
₆月１４日㈯
　～１５日㈰

第８８回獣医麻酔外科学会／第１００回日本獣医循環器学会／第５５回日本獣医画像診断学会
２０１４春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₆月２２日㈰

南第一支部・南第二支部
　「獣医病理学をもっと身近に感じるために
　～専門医の立場から～」
　どうぶつの総合病院病理科　近藤広孝　先生
　（さいたま市　埼玉会館）

₈月24日㈰

さいたま市支部
　「僧帽弁閉鎖不全症の外科適応と内科適応
　〜循環器内科医の立場から〜」
　東京動物心臓病センター日本獣医循環器
　学会認定医  岩永孝治　先生
　（さいたま市　大宮法科大学院大学）

₈月24日㈰

東支部
　「犬と猫の消化管疾患診断アプローチと
　 治療のコツ2014」
　日本小動物医療センター消化器科　
　中島亘　先生
　（久喜市　久喜総合文化会館）

₉月₇日㈰ 平成２６年度　関東・東京合同地区獣医師大会（山梨）獣医学術関東・東京合同地区学会
（山梨県中巨摩郡昭和町　アピオ）

₉月21日㈰
東支部
　「犬種別眼科疾患：柴犬・シーズー」
　どうぶつ眼科Eye Vet　小林一郎　先生
　（越谷市　越谷サンシティ）

１０月１７日㈮

北支部・八日会、しゃくなげ会
埼玉県支部
　「子牛の免疫について」
　酪農学園大学
　大塚浩通　先生
　（�熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）

１０月19日㈰
西支部
　「内分泌を極める　副腎」
　東京大学　松木直章　先生　
　（川越市　川越南文化会館）

１０月26日㈰

北支部・八日会
　「違いのわかる獣医師になろう!!
　前肢の歩行異常を見きわめる」
　日本大学生物資源科学部獣医学科
　枝村一弥　先生
 　（本庄市　児玉文化会館セルディ）

１０月26日㈰

東支部
　「膝蓋骨脱臼治療の合併症
　橈骨・尺骨の骨折治療の合併症」
　コーネル大学（米国獣医外科専門医）
　林慶　先生
　（越谷市　越谷サンシティ）

１２月₇日㈰

南第一支部・南第二支部
　「動画から学ぶ！
　犬および猫の上部呼吸器疾患について」
　日本獣医生命科学大学　藤田道郎　先生
　（さいたま市　埼玉会館）

１２月１４日㈰

北支部・八日会
　「違いのわかる獣医師になろう!!
　後肢の歩行異常を見きわめる」
　日本大学生物資源科学部獣医学科
　枝村一弥　先生
　（本庄市  本庄商工会議所）

１２月２１日㈰
西支部
　「内分泌を極める　甲状腺」
　東京大学　松木直章　先生
　（川越市　川越南文化会館）

１2月
農林支部
　平成26年度埼玉県家畜保健
　衛生業績発表会

平成２7年
₂月₁日㈰

さいたま市支部
　「犬・猫の眼瞼・眼球腫瘍の病理
　／猫のパピローマウイルス関連皮膚腫瘍」
　どうぶつの総合病院病理科 近藤広孝 先生
　（さいたま市　With You さいたま）

₂月13日㈮
　～15日㈰

平成２６年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（岡山）
（岡山市　岡山コンベンションセンターほか）

₂月 農林支部
　関東甲信越家保業績発表会

衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₃月₈日㈰
西支部
　「麻酔・周術期管理」
　小動物麻酔鎮静サポート　長浜正太郎　先生
　（川越市　川越南文化会館）

平成２6年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成２６年₉月２０日現在）
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₉月21日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

₉月２４日　日本獣医師会酒井健夫副会長来会（さ
いたま市　埼玉県獣医師会）

₉月25日　第15回日本獣医師会総務委員会（東京
都港区　日本獣医師会）

10月₃日　日本獣医師会第₂回全国獣医師会会長
会議・事業推進懇談会（東京都港区　
明治記念館）

10月₄日　日本獣医師会主催2014動物感謝デー in 
JAPAN（東京都世田谷区　都立駒沢
オリンピック公園）

10月₉日　第₂回獣医事調査委員会（さいたま市
埼玉県農業共済会館）

10月10日　教育課程編成委員会（東京都世田谷区
学校法人シモゾノ学園）

10月16日　埼玉新聞創刊70周年記念式典（さいた
ま市　浦和ロイヤルパインズホテル）

10月17日　北支部・八日会、しゃくなげ会埼玉県
支部合同学術研修会（熊谷市　熊谷家
畜保健衛生所）

10月19日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

10月23日　第₃回理事会（さいたま市　大宮ラ
フォーレ清水園）

１０月２３日　一般社団法人埼玉県医師会と公益社団
法人埼玉県獣医師会の学術協力の推進
に関する協定書調印式（さいたま市　
大宮ラフォーレ清水園）

10月26日　彩の国さいたま動物愛護フェスティバ
ル2014（桶川市　桶川市立桶川小学校）

10月26日　北支部・八日会合同学術研修会（本庄
市　児玉文化会館セルディ）

10月26日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

10月28日　日本医師会・日本獣医師会による連携
シンポジウム（東京都千代田区　日比
谷公会堂）

１１月₉日　第１回厚生委員会（吉見町　吉見総合
運動公園）

１１月₉日　第３７回埼玉県獣医師会ソフトボール大
会（吉見町　吉見総合運動公園）

１１月１５日　第５８回埼玉県公衆衛生大会（さいたま
市　さいたま共済会館）

11月19日　小動物臨床講習会「平成26年度集合狂
犬病予防注射実施者講習会」（さいた
ま市　大宮ソニックシティ）

１１月２０日　日本獣医師会委託講習会（産業動物）
（栃木県那須塩原市　栃木県畜産酪農
研究センター）

11月21日　日本獣医師会新規獣医師臨床研修促進
事業（熊谷市　マロウドイン熊谷）

12月₇日　南第一支部・南第二支部合同学術講習
会（さいたま市　埼玉会館）

12月12日　日本獣医師会第₄回理事会（東京都港
区　日本獣医師会）

12月14日　北支部・八日会合同学術研修会（本庄
市　本庄商工会議所）

12月21日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

平成27年
₂月₁日　さいたま市支部学術講習会（場所　未

定）	
₂月13日～15日　平成26年度日本獣医師会獣医学

術学会年次大会（岡山）（岡山県岡山
市　岡山コンベンションセンターほか）

₂月２０日～２２日　第１１回日本獣医内科学アカデ
ミー学術大会（神奈川県横浜市　パシ
フィコ横浜）

₃月₈日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

事　務　局　メ　モ

ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

事務局より
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『空山新雨後　天気晩來秋　明月松間照　清
泉石上流』は唐の王

おう

維
い

の「山
さん

居
きょ

の秋の瞑
くれ

」と題す
る五言律詩の冒頭です。『空

くう

山
ざん

　新たに雨ふれる
の後、天気　晩

ばん

來
らい

　秋なり、明月は松の間に照
り、清

せい

泉
せん

は石の上を流る』と読むそうです（吉川
幸次郎・三好達治著　岩波新書・新唐詩選よ
り）。この詩は唐の都、長安の東南にあった王
維の別荘で自然の美しさを詠んだものと言われ
ています。長安の地も我が国も秋には同じ大陸
の高気圧に覆われ、大気は澄み、月明かりも冷
え冷えと大地を照らし、清流が渓谷を滑るよう
に流れる様は、時代を超えて日中の市民レベル
で共有する風景と思われます。水墨で描かれた
山水画に心を奪われるのは中国人も日本人も共
通する風土に育まれた民族の心のせいかもしれ
ません。遠い昔は輸送の困難さから人々の交流
を隔てていましたが、昨今は民族間の利害損得
の勘定が合わず国や民族の境を超えることが難
しくなりとても寂しく寒々とした心地です。唐
の李白に『晁

ちょうけいこう

卿衡を哭
こく

す』と題する悲愁の詩があ
ります。『日本の晁

ちょうけい

卿は帝都を辞し　征
せい

帆
はん

　一片
　蓬
ほう

壺
こ

を遶
めぐ

る　明月　帰らずして碧
へき

海
かい

に沈
しず

み　
白
はく

雲
うん

　愁
しゅうしょく

色　蒼
そう

梧
ご

に満つ』　晁卿とは遣唐使と
して入唐し、唐の官吏となった阿倍仲麻呂の中
国名であり、この詩は晁卿衡の死をいたんだ七
言絶句です。仲麻呂は在唐５３年、李白や王維ら
の長安の一流文化人と交わり、異民族ながら上
級の官職である秘書監（帝室図書館長）の任にあ
り、在唐三十数年の７５３年に一度帰国を試みま
したが、舟が難破し、死亡したとの噂が帝都へ
伝えられたそうです。この時、友人の李白は友
の死を悼みこの詩を作ったと伝えられていま
す。蛇足ながら訳すると、『日本人の晁卿は帝都
長安を辞し、そのようにして征

さ

りゆく帆の一
ひと

片
ひら

が、蓬
ほう

莱
らい

の島々をぬってゆくごとくに見えた。
（蓬
ほう

壺
こ

とは、蓬莱と方
ほう

壺
こ

、ともに東方の海中に
あるといわれている神仙の島です。）明月のごと
く清らかな人はほろびた。海辺の空にみちわた

るものは、白い雲と人々の悲しみ。』蒼梧は中国
東南方の海岸地帯の地名だそうです。しかし、
仲麻呂は死ぬことなく、再び長安に戻りその後
も朝廷に仕え終生日本に帰国することはなかっ
たということです。約１２６０年の時を経て、我が
国と中国とは月への隔たり程の距離を感じま
す。台風一過の明月を仰ぎ見ながら一人一人の
人々が、古代からの歴史を振り返り相互理解と
尊敬の心を共有することによって両国市民の距
離を縮められるようにと祈らずにはいられませ
んでした。
地上の出来事に目を転ずると、日本人の学者
₃名がノーベル物理学賞を受賞したニュースが
飛び込んできました。ノーベル財団の発表のコ
メントとして『２０世紀の世界は白熱電球が明る
くし、２１世紀は LED が世界を照らす』と称賛
していました。最も解りやすく的確な評価の言
葉であったと感じました。日本人は真似が上手
で創造性に欠けるといわれてきましたが、そん
な評価も過去のものとなりましょう。専門外の
者からみた物理学は、多大な研究費を費やし多
くの研究者がチームで行う物質の根本を明らか
にする素粒子研究ばかりかと思っていました
が、地道に実験室で新しい文明の利器を作る研
究にも光が当たりなにかとてもワクワクする思
いでした。獣医学を顧みると、医学研究の追従
で新しい発見を放棄したかにも見える停滞を感
じます。動物の命の成就を支援するという獣医
療の原点に立ち戻り、求められることを見つめ
直すことにより研究の新しい発想が生まれ、役
に立つ研究が成立するのではないかと考えたり
する昨今です。臨床を原点として獣医療が社会
に貢献できれば、２１世紀の大きな福音になると
思われます。
会員ならびにご家族の方々が、灯火良書に親
しみ、大いなる発展を遂げられるように祈念申
し上げます。� （初雁）

編　集　後　記
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